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年
末
年
始
、
大
阪
自
治
労
連
の
各
単
組
で

は
、「
派
遣
法
改
正
」の
署
名
行
動
や
、
派
遣
切

り
に
あ
っ
た
労
働
者
へ
の
相
談
活
動
な
ど
に
奮

闘
し
ま
し
た
。
堺
市
職
労
は
12
月
24
日
の
昼
休

み
に
市
役
所
前
で
「
労
働
者
派
遣
法
の
改
正
」

を
求
め
る
署
名
行
動
を
実
施
。
夜
勤
明
け
の
看

護
師
さ
ん
が
眠
い
目
を
こ
す
り
な
が
ら
「
私
た

ち
働
く
者
が
大
切
に
さ
れ
て
い
な
い
よ
ね
…
」

と
署
名
し
て
く
れ
た
り
、「
派
遣
で
働
い
て
い

る
け
れ
ど
本
当
に
明
日
が
不
安
で
」
と
署
名
を

す
る
人
な
ど
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
翌
日

は
堺
労
連
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
前
で
、
生
活
・
労

働
相
談
を
知
ら
せ
る
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。

街
頭
で
の
請
願
署
名
に

街
頭
で
の
請
願
署
名
に

期
待
の
声
が
続
々

期
待
の
声
が
続
々

堺堺市職労が昼休みに署名行動

　厚労省の「労働組合基礎調査」（2009年）によると、パート労働者で労働組合に入っている人は約70万
人。４年前の約39万人から大幅に加入者が増えています。全国の短時間勤務の労働者数（1317万人）に占め
る比率も４年前の3.3％から２ポイント上昇しました。しかし正社員を含めた全体の組織率18.5％（2009年
調査で前年より増加）には、まだ届きません。正規・非正規とも、労働者の組織化が必要です。

今月のキーワード今月のキーワード
パート労働者の組合員数が増加

　日本高等学校教職員組合（日高教）の調査によると2010年春卒業予定の高校生の就職内定率は昨年10月末現
在で59.6％。前年同月の74.6％から15ポイントも減少していることがわかりました。全国28道府県の高校、
支援学校合計403校からの調査によるもの。回答があった328校のうち263校が「求人が減った」と答え、求
人取り消しも226件あったといいます。内定率は男子は65.7％、女子50.5％と男女間格差も目立ちます。

今月のキーワード今月のキーワード
高校就職内定率59.6％に低下

件
を
創
る
」
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。
核

兵
器
廃
絶
へ
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
て

い
ま
す
。
被
爆
国
の
自
治
体
労
働
者
と
し

て
、
核
兵
器
廃
絶
の
声
を
職
場
、
地
域
か

ら
集
め
、
国
連
に
届
け
ま
し
ょ
う
。

　

大
阪
自
治
労
連
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
へ
、
青
年
を

は
じ
め
20
人
以
上
の
代
表
団
を
送
る
た
め

に
、
現
在
カ
ン
パ
運
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
協
力
、
支
援
を
よ
び

か
け
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｔ
代
表
団
派
遣
・
自
治

労
連
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク　

核兵器のない世界へ核兵器のない世界へ
歴史的な一歩を歴史的な一歩を

Ｎ
Ｐ
Ｔ（
核
不
拡
散
条
約
）再
検
討
会
議
IN
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ

大
阪
自
治
労
連
か
ら
代
表
団
を
送
ろ
う
!

大阪自治労連2010年旗びらきで、ＮＰＴ
に参加する大阪自治労連婦人部の山口知
夏（ちか）さん（吹田市職労）が決意を表明

前回のＮＰＴでの平和大行進（2005年ニューヨーク）

　

今
年
５
月
に
、
核
兵
器
廃
絶
を
議
題
に

す
る
５
年
に
一
度
の
国
際
会
議
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ

（
核
不
拡
散
条
約
）
再
検
討
会
議
が
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
今
回
は
「
核
兵
器
廃
絶
の
明
確
な
約

束
」
を
議
題
と
す
る
こ
と
が
公
式
の
準
備

会
議
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
国
際

会
議
を
成
功
さ
せ
、
核
兵
器
の
全
面
禁
止

・
核
兵
器
廃
絶
条
約
の
速
や
か
な
締
結
に

向
け
た
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

ア
メ
リ
カ
の
オ
バ
マ
大
統
領
は
「
核
兵

器
の
な
い
世
界
を
追
求
」
す
る
こ
と
を
昨

年
４
月
、
プ
ラ
ハ
の
演
説
で
表
明
。
国
連

の
安
全
保
障
理
事
会
も
昨
年
９
月
に
「
核

兵
器
の
な
い
世
界
を
実
現
す
る
た
め
の
条

い
ま
が
、チ
ャ
ン
ス
の
と
き

　

 

被
爆
国
の
思
い
を
届
け
よ
う

（

）

　

「
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
第
一
線
で

働
く
私
た
ち
枚
方
市
の
非
常
勤
職

員
。
名
前
は
非
常
勤
で
も
、
仕
事

の
実
態
は
常
勤
職
員
と
同
じ
。
一

時
金
・
退
職
金
の
支
給
は
正
当
な

権
利
で
す
！
」
と
裁
判
勝
利
へ
支

援
を
訴
え
て
い
ま
す
。

　

一
昨
年
10
月
、
大
阪
地
裁
は

「
非
常
勤
職
員
は
仕
事
の
実
態
を

見
れ
ば
常
勤
職
員
と
同
じ
で
あ

り
、
一
時
金
・
退
職
金
の
支
給
は

当
然
」
と
い
う
判
断
を
示
し
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
一
方
で
、「
枚
方

市
の
給
与
条
例
に
不
備
が
あ
る
」

と
の
理
由
で
、
条
例
制
定
に
関
与

し
て
い
な
い
非
常
勤
職
員
に
対
し

て
、
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
一
時

金
・
退
職
金
の
返
還
を
命
じ
る
不

当
な
判
決
を
下
し
ま
し
た
。

私たちは
「名ばかり非常勤」

就労実態は
常勤職員と同じです！

枚方市非常勤裁判をたたかう会

く
ら
し
と
雇
用
を
ま
も
れ
！

く
ら
し
と
雇
用
を
ま
も
れ
！

　

松
原
市
職
労
も
参
加
す
る
反
貧
困
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
は
12
月
23
日
、
市
内
の
雇
用
促
進
住
宅
に

居
住
す
る
派
遣
切
り
に
合
っ
た
労
働
者
を
支
援

す
る
「
生
活
・
労
働
相
談
＆
芋
煮
会
」
を
実

施
。
大
鍋
で
「
芋
煮
会
」
を
し
て
交
流
も
深
め

ま
し
た
。「
住
宅
内
で
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

も
な
く
、情
報
も
少
な
く
、不
安
な
日
々
を
送
っ

て
い
た
。
今
日
の
案
内
ビ
ラ
を
も
ら
っ
て
、
も

の
す
ご
く
う
れ
し
く
な
っ
て
参
加
し
ま
し
た
」

と
い
う
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
元
気
に

新
年
を
迎
え
よ
う
！
」
と
、
反
貧
困
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
は
、大
晦
日
に
、つ
き
た
て
の
餅
と
年
越

し
そ
ば
を
居
住
者
に
配
っ
て
激
励
し
ま
し
た
。

あ
っ
た
か
い「
芋
煮
」で

あ
っ
た
か
い「
芋
煮
」で

支
援
と
連
帯

支
援
と
連
帯

松 原松原で「生活・労働相談＆芋煮会」

大阪高裁前で支援を訴える枚方
市職労の端野副委員長（右）　　

大阪自治労連の仲間が生活相談、署名行動大阪自治労連の仲間が生活相談、署名行動年末年始年末年始

　

「
均
等
待
遇
に
逆
行
す
る
不
当

判
決
は
許
さ
な
い
。
な
ん
と
し
て

も
高
裁
で
逆
転
勝
利
を
か
ち
と
ろ

う
」
と
枚
方
市
非
常
勤
裁
判
を
た

た
か
う
会
の
仲
間
は
全
国
に
も
支

援
を
訴
え
て
い
ま
す
。

　

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
な
く

し
、
均
等
待
遇
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
、
大
阪
自
治
労
連
か
ら
の
支

援
を
、
さ
ら
に
強
め
ま
し
ょ
う
。


